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○ 前回の復習 

 

＊ 長方形（長四角）の作成 

 

  前回はシュルバスートラの原典の日本語訳を用いて、実際に同じよう

に図形を作成してもらいました。その中で、 

 

 

三平方の定理  ・  ピタゴラス数 

 

 

 が関わっていることがわかりました。 
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１、マハー・ヴェーディ（Mahavedi）の作成 

 

 次に示すマハー・ヴェーディは祭りにおける第２祭場で、大きな祭りで

は主要行事のほとんどがここで行われるほど大切な場所です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24 3630 

 

 

● マハー・ヴェーディの作成方法を考えて見ましょう。 

  古代の人はどのような作成方法を考えていたのでしょうか？ 

 

＊ポイント＊ 

・まず、東西中心線（背骨線）を引きます。この長さを36とし、全体の

長さの基準にします。 

・古代インドの人々は異なるピタゴラス数の組み合わせを用いた数通りの

方法を考えていました。 → ピタゴラス数を見つけてみましょう！ 
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 以下がシュルバスートラに書かれているマハー・ヴェーディの作成法で

す。自分たちで考えた方法と比較してみてください。 

 

 
（３） （２） （１） 
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● どのようなピタゴラス数が含まれているでしょうか？ 

 

 

（１）･･･ 

 

 

（２）･･･ 

 

 

（３）･･･ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 古代のインドにおいては三平方の定理を満たすようないくつかのピタ

ゴラス数の組み合わせが見つかっていました。しかし、数学的に正しいと

わかっていたわけではなく、経験的に具体的な数の組み合わせを知ってい

たのであろうと考えられています。 

 

 5



２、世界のピタゴラス数・三平方の定理 

● バビロニア 

 

 バビロニアでは古いもので紀元前25世紀ごろの石版が見つかっていま

す。下の石版は「プリンプトン 322」と呼ばれ、紀元前 16 世紀以前の

ものと見られています。 

 

 

 楔形文字で書かれており、

一部欠けている部分もあり

ますが、復元すると以下のよ

うな表になります。 

 

 

 

 

Ⅰ Ⅱ（＝ｂ） Ⅲ（＝ｄ） Ⅳ ｈ 

［1,59,0,］15 1,59 2,49 1 2,0 

［1,56,56,］58,14,50,6,15 56,7 3,12,1 2 57,36 

［1,55,7,］41,15,33,45 1,16,41 1,50,49 3 1,20,0 

［1,］5［3,1］0,29,32,52,16 3,31,49 5,9,1 4 3,45,0 

［1,］48,54,1,40 1,5 1,37 5 1,12 

［1,］47,6,41,40 5,19 8,1 6 6,0 

［1,］43,11,56,28,26,40 38,11 59,1 7 45,0 

［1,］41,33,59,3,45 13,19 20,49 8 16,0 

［1,］38,33,36,36 9,1 12,49 9 10,0 

1,35,10,2,28,27,24,26,40 1,22,41 2,16,1 10 1,48,0 

1,33,45 45 1,15 11 1,0 

1,29,21,54,2,15 27,59 48,49 12 40,0 

［1,］27,0,3,45 7,21,1 4,49 13 4,0 

1,25,48,51,35,6,40 29,31 53,49 14 45,0 

［1,］23,13,46,40 56 53 15 1,30 

Ⅰ～Ⅳが石版に書かれている部分。また、［ ］の数は復元されたもの。 
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＊ポイント＊ バビロニアの数は60進法で表されています。 

        例：1,16,41＝1×602＋16×60＋41＝4601 

 

 

● 5 行目と11行目の数を使ってｂ、ｄ、ｈの値の関係を確かめましょ

う。（本当にピタゴラス数になっているでしょうか？） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰは 
2

2

h
d
 の値が述べられていることがわかっています。 

したがって、失われた部分にはｈの値や、そのほかの比の値が記してあ

った可能性もあります。 

 

 

※ この表はⅡの９、13 行目、Ⅲの 2、15 行目に誤りが見つかってい

ます。 →どのように直せばよいでしょうか？ 
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● エジプト 

 

 エジプトでは、紀元前 2000 年という早い時代に縄を用いて測量を行

った測量師がいたことが知られています。エジプトではナイル河の氾濫が

定期的におこっていました。その際に土地の所有や課税地を再決定するた

めに測量師が派遣されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彼らは縄と杭を用い、三辺の比が３：４：５となる直角三角形を作って、

この直角を利用していたと考えられています。 

 

 8



● ギリシャ 

 

 ギリシャでは、紀元前 500 年ごろ、ピタゴラスが三平方の定理を発見

したといわれています。ピタゴラスが行った証明自体は伝わっていません

が、ギリシャ以来、この三平方の定理には様々な証明が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらは、ユークリッドの『原論』です。右下に、今でも三平方の定理

の証明に用いられている図が見られます。 
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● 中国 

 

 中国では、紀元前に「句
こう

股
こ

定理」という名前で三平方の定理が発見され

ていました。 

 

 

 中国では、天文と

結びついた流れと、

土木・建築等に必要

な計算術としての流

れで数学が発展しま

した。 
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○ 次回 

 

 シュルバスートラにおいて縄では表現できない数を、どのように縄で表

現しようとしていたかについてみていきたいと思います。 
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